
市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 130・10・157

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

へ

０６４

０００

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般
に

「
納
得
で
き
な
い
」
「
苦
情
が

言
い
に
く
い
」
と
き
に
、
問
題

の
迅
速
な
解
決
の
た
め
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
市
独
自
の
制
度

で
す
。

　

市
長
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ

た
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
、
公

正
中
立
の
立
場
で
調
査
し
、
苦

情
調
整
等
を
行
い
ま
す
。
福
祉

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
職
務
上
の
秘

密
を
守
る
責
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
相
談
で
き
る
苦
情
内
容
】

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
保

険
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護

等
）
の
内
容
に
つ
い
て

▽
窓
口
の
対
応
に
納
得
で
き
な

い
と
き

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど

の
対
応
に
不
満
が
あ
る
と
き

※
苦
情
の
内
容
が
そ
の
事
実
の

あ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し

た
も
の
や
裁
判
中
の
も
の
等
は

申
し
立
て
で
き
ま
せ
ん

【
苦
情
申
し
立
て
が
で
き
る

　

方
】

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
方
や
受
け
よ
う
と
し
て
い
る

方▽
本
人
の
家
族

▽
同
居
の
人
等

【
苦
情
申
し
立
て
の
方
法
】

　

事
務
局
に
事
前
に
苦
情
相
談

の
予
約
を
し
、
水
曜
日
の
午
後

１
時
～
５
時
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
調
整
委
員
事
務
局（
市
役

所
第
二
庁
舎
８
階
）で
福
祉
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
が
直
接
面
談
し

て
、苦
情
等
を
お
聴
き
し
ま
す
。

　

な
お
、
苦
情
相
談
等
の
予
約

は
水
曜
日
以
外
で
も
電
話
等
で

事
務
局
職
員
が
受
け
付
け
、
日

程
を
調
整
し
ま
す
。

【
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
次
の

方
で
す
】

▽
坂
井
愛
さ
ん
（
弁
護
士
）

▽
藤
田
太
郎
さ
ん
（
弁
護
士
）

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委

員
事
務
局
（
〒　

儿
８
５
０
４

１８４

住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎

８
階
☎ 

＝　

儿　

儿
１
２
２

０４２

３８３

５
）

問

FAX

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
制

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
制
度度

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

（
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
））

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
に
居
住
す
る
働
く
意
欲
の
あ

る
原
則　

歳
以
上
の
方
に
、
臨
時

６０

的
・
短
期
的
な
就
業
の
機
会
を
提

供
し
、
高
齢
者
自
身
の
生
き
が
い

や
生
活
の
充
実
を
図
り
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
担
う
た
め

に
設
置
さ
れ
た
公
益
法
人
で
、
法

律
に
基
づ
き
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
、
約　

万
人
の
高
齢
者

７１

の
方
が
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
地
域
社
会

で
生
き
生
き
と
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

会
員
数
は
、
千　

人
（
平
成　

１８０

３０

年
７
月
末
現
在
）で
、市
の　

歳
以

６０

上
人
口
に
占
め
る
会
員
の
割
合
は

３
・
７
％
で
す
。
都
平
均
の
２
・

２
％
を
大
き
く
上
回
り
、
人
口　
１０

万
人
以
上
の
都
市
で
は
、
東
京
都

で
１
位
、
全
国
で
も
上
位
の
入
会

率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前

年
度
の
受
託
事
業
収
入
は
４
億
６

千　

万
円
に
達
し
ま
し
た
。

６００

　

働
く
こ
と
が
適
度
な
運
動
と
な

り
、
健
康
の
維
持
や
介
護
予
防
の

効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

【
会
員
の
就
業
に
よ
る

　

収
入
状
況
】

　

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
は
、
請
負

業
務
の
就
業
と
労
働
者
派
遣
に
よ

る
就
業
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

へ
の
入
会
は
就
職
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
毎
月
一
定
の
額
を
保
証
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成

　

年
度
の
セ
ン
タ
ー
で
就
業
し
た

２９会
員
の
年
間
平
均
配
分
金
は
お
お

よ
そ
約　

万
円
で
し
た
。

３９

【
入
会
方
法
】

 

市
内
居
住
で
原
則　

歳
以
上
の

６０

対

主な仕事例
駐輪場、集会施設、運動施設管理分野

広報紙配布、家事手伝い、子育て支援、出張ヘアカットサービス分野

植木手入れ、ふすま・障子・網戸張替、小規模営繕、電球交換、
家具転倒防止金具取付等技能分野

除草、屋内・外清掃、家庭内の片付け、粗大ゴミ搬出等軽作業一般作業分野

事業所などでの電話番、賞状筆耕事務分野

学習教室、英会話教室、囲碁等各種講座講師、パソコン・スマ
ホ指導、手工芸専門技術分野
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同
セ
ン
タ
ー（
貫
井
北
町
１
儿

８
儿　

☎　

儿　

儿
６
１
４
１
）

２１

０４２

３８３

問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
でで

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

　
　
　

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
かか

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
い
た
だ
け
る
方 

毎
月
第

１
・
２
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

に
開
催
す
る
入
会
説
明
会
に
出
席

し
、
第
３
木
曜
日
に
開
催
す
る
入

会
手
続
の
た
め
の
説
明
会
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
午
前

　

時
ま
で
に
ご
来
所
く
だ
さ
い

１０

申

　

市
な
ら
び
に
市
青
少
年
健
全
育

成
６
地
区
連
合
会
で
は
、
大
空
に

舞
う
「
凧
の
絵
」
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

審
査
委
員
会
で
の
選
考
の
結

果
、
応
募
作
品　

点
の
中
か
ら
小

３５

町
彩
寧
さ
ん
（
緑
小
学
校
３
年

生
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
に
行
わ
れ
る
新
春
た

こ
あ
げ
大
会
で
配
布
す
る
「
凧
の

絵
」
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

 

児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
７
）

０４２

３８７

問

  　

難
病
の
方
に
向
け
て
の
サ
ー
ビ

ス
の
説
明
や
、
手
当
改
正
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

す
。

 
　

月　

日
（
水
）
午
後
６
時　

１０

２４

３０

分
～
８
時 

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー 

手
話
通
訳
あ
り 

当
日
直
接

会
場
へ 

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
８

０４２

３８７

 
　

儿　

儿
２
５
２
４
）

０４２

３８４

 　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

各
種
手
続
、
受
診
、
行
事
へ
の
参

加
な
ど
で
外
出
す
る
際
、
手
話
通

訳
者
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
手
話
通
訳
等
派
遣

セ
ン
タ
ー
の
手
話
通
訳
者
・
要
約

筆
記
者
の
派
遣
依
頼
も
自
立
生
活

支
援
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

市
内
在
住
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
方 

無
料
（
た
だ
し
交
通
費
実

費
負
担
の
場
合
あ
り
） 

直
接

（
２
回
目
以
降
は
フ
ァ
ク
ス
も

可
）
、
自
立
生
活
支
援
課
相
談
支

援
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎

　

儿　

儿
９
８
４
１ 
　

儿　

儿

０４２

３８７

０４２

３８４

２
５
２
４
）
へ

 　

簡
単
な
読
み
書
き
、
計
算
、
軽

体
操
と
懇
談
を
通
し
、
脳
を
鍛
え

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

難
病
の
方

難
病
の
方
とと話す

話
す
会会

時

所

他

申

問

FAX手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
者
を
派
遣

対

￥

申

FAX

認
知
症
予
防
の
た
め
の

脳
の
健
康
教
室

ま
し
ょ
う
。

 
　

月
５
日
～
平
成　

年
３
月　

１１

３１

２５

日
の
毎
週
月
曜
日
午
後
２
時
～
３

時　

分
（
全　

回
。
祝
日
除
く
）

３０

１７

 

中
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー 

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

１
か

１０

月
２
千　

円
（
教
材
費
等
） 
　

３６０

１０

月　

日
か
ら
、
電
話
で
同
セ
ン
タ

１５
ー
（
☎　

儿　

儿
６
５
１
１
）
へ

０４２

３８６

  
　

月
８
日
（
木
）
午
後
１
時　

１１

３０

分
か
ら
（
１
時　

分
開
場
） 

社

１５

会
福
祉
協
議
会
（
本
町
５
儿　

儿
３６

　

） 

高
山
加
奈
恵
さ
ん
（
司
法

１７書
士
） 
　

人
（
申
込
順
） 
　

５０

１０

月　

日
か
ら
、
電
話
で
権
利
擁
護

１５
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０
１
２

０４２

３８６

１
）
へ

 　

市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
」
を
受
審
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
審
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
と
は
、
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス

評
価
推
進
機
構
が
認
証
し
た
評
価

機
関
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
評
価

す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
、
（
公
財
）
東
京

都
福
祉
保
健
財
団
が
運
営
す
る

「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
（h

ttp
://w
w
w
.fu
ku
n
avi

.o
r.jp
/fu
ku
n
avi/

）
」
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
情
報
と
し

て
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
の
事
業
改
善
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

時所

対
定

￥
申

市
民
啓
発
講
演
会

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
制
度

の
基
礎
知
識

時

所

講
定

申

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

受
審
費
の
一
部
を
補
助

 

市
内
に
次
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
所
が
あ
り
、
第
三

者
評
価
の
結
果
の
公
表
に
同
意
で

き
る
事
業
者

▽
高
齢
系
＝
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
、
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど

▽
障
害
系
＝
居
宅
介
護
、
短
期
入

対

所
、
障
害
児
通
所
支
援

▽
子
ど
も
家
庭
系
＝
認
可
保
育
所

（
民
設
）
、
認
証
保
育
所
Ａ
型
・

Ｂ
型

 
　

月　

日
ま
で
に
、
所
定
の
申

１１

１５

請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を

添
付
し
、
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
１
５
）
へ

３８７
申

「 凧 の絵」
たこ

　　　が決定

たこ原画コンクール


